
についての次方程式  …①と，次不等式
 







…②がある。１

ただし，は実数の定数である。

 方程式①が異なるつの実数の解をもつようなの値の範囲を求めよ。

ⅰ が不等式②を満たすようなの値の範囲を求めよ。

 ⅱ が不等式②を満たさないようなの値の範囲を求めよ。

 ，ⅰをともに満たす整数に対して，方程式①の解のうち，不等式②を満たす

 ものを求めよ。

解説

  方程式①が異なるつの実数解をもつことから，判別式をとおくと，

 であればよい。     より， 

 ⅰ が不等式②の解であるから，これを代入すると，
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
 これを解いて， 

 ⅱ が不等式②の解でないから，これを代入すると，
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 これを解いて， 

  ，ⅰをともに満たすの値の範囲は，

 これを満たす整数は，，－ 

 ⅰ のとき，方程式①は   となり，
 
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 不等式②は 
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 ここで，
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 よって，
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であるものは，
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 ⅱ のとき，方程式①は   となり，
 
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 不等式②は 
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 ここで，

  であるから， より，
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 したがって，ⅰ，ⅱより，
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＝，＝，＝の△がある。２

 の大きさを求めよ。

 △の面積を求めよ。また，辺上に点をとる。△の面積が 


で

 あるとき，の長さを求めよ。

 のとき，を等分する本の直線と辺との交点を点に近い方から

 順に，，とする。このとき，の長さを求め，△の面積を求めよ。

解説

  △において，余弦定理より，
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  △の面積をとすると，

 



･＝




･･＝




 

 △の面積を  とおくと，：  ＝
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 △と△は，をそれぞれ底辺としたときに

 高さは共通だから，：＝： よって，＝
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 のとき，＝，＝，＝であるから，△は正三角形である。

 よって，＝，＝ これより，＝

 ゆえに，＝＝＝＝

 また，△と△の面積の和が，△の面積に一致し，＝だから，
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 また，＝であるから，＝ これより，

 ：＝：＝：であるから，＝
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 したがって，△＝



･＝




･




･




･




＝ 


 









右図のような街路と，地点，，，がある。

 からまでの最短の道順は全部で何通りあるか。

 からを通ってに行き，さらにからを通って

 に戻る最短の道順は全部で何通りあるか。

 から，のどちらか一方のみを通ってに行き，

３

 さらにからもも通らないでに戻る最短の道順は全部で何通りあるか。

解説

  右へ区画進むことを，上へ区画進むことをで表すと，一つの最短の道順

 には個の，個の，合計個を一列に並べる順列が対応する。

 よって，求める最短の道順は，
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  一般に，からへ行く最短の道順の個数を  と書くことにすると，

 ⅰ 行きの道順は，  ＝    ＝
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 ⅱ 帰りの道順は，  ＝    ＝
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 ⅰ，ⅱより，求める道順は全部で，＝通り 

  ⅰ 行きの道順を考えると，  ＝通り ： より

   ＝    ＝


･ 




･ 
＝＝通り

   ＝      ＝
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 ＝＝通り よって，から，のどちらか一方のみを通ってに行く

 道順の個数は，  ＋  －  － 

 ＝＋－－＝通り

 ⅱ 帰りの道順は，全体の道順から，またはを通る道順をひけばよいので，

   ＝通り ： より   ＝通り ： より

   ＝    ＝
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   ＝      ＝


･ 
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 ＝＝通り よって，からも通らないでに戻る道順の個数は，

   －  ＋  －  ＝－＋－

 ＝通り ⅰ，ⅱより，求める道順は全部で，＝通り 
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